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新潟民医連に加盟する法人・事業所の取り組みを紹介します。

9/22 新潟水俣病検診を実施
～チーム・ミナマタに診療指導を頂く～

新潟水俣病患者さんの検診が、熊本民医連の高岡滋医師に
来新いただき、9月22日（日）に舟江診療所で実施されました。
認定審査会で認定を棄却された患者さん5名が再申請のため
に検診を希望されていましたが、これまで水俣病の診断を一手に
担ってきた関川智子医師が診療を引退されたため、全日本民医
連の水俣病対策チーム「チーム・ミナマタ」に依頼し医師の派遣
を要請していました。
このほど水俣病の診察・研究の第一人者である高岡滋医師か
らお越しいただくことになり検診が実現しました。新潟からは本間
丈成医師、岩田真弥医師、菊地清佳医師が参加、関川智子医師
も同席し医学生も見学に訪れました。
※詳細は「新潟民医連機関紙10月号」で掲載します

（検診に参加した本間丈成医師の感想）
以前、新潟からチーム・ミナマタに診察医の要請をした際、高岡先生から、「関川先生の仕事を、

新潟の医師が自ら検証する」姿勢で診察に臨んだらよいとお話がありました。
実際、関川先生の診察所見と異なる所見（関川先生はとったが、自分はとらなかった所見）もあり

ましたが、結果として、水俣病と判断せざるをえないと判断し、診察した２名の方は水俣病の診断書
を作成しました。
久しぶりに、関川先生にお会いでき良かったです。

※写真左：レクチャーする高岡滋医師
※写真右：検診の様子
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